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富士見橋下流 

 

 不漁が続く大井川の鮎産卵状況を確認するため、夕方～夜にかけて大井川中流・下流の２か所

で流下仔魚調査（３年目）を行いました。 

 11 月、12 月と調査を行った昨年は仔魚がほとんど確認できず「産卵が少ない」結果でした。

今年は県の調査に役員が立ち会って採取水を目視しましたが、小さな生物を確認するのみでアユ

仔魚は確認することができませんでした。正式な仔魚数は県内水面漁連で確認中ですが、仔魚が

約２週間でふ化することを考慮すると「11 月下旬の大井川での産卵は少ない」と言えそうです。 

 今回は他河川とのスケジュール調整の関係で調査時期が遅れてしまいましたが、来年は当組合

主体でもう少し早い時期の調査を考えています。 

 

 

 今年３月～５月にかけ配付したアンケートは組合員１２６人から回答があり、各種事業について

様々な評価と率直な意見・要望が寄せられました。 

 総合評価としては「イベント」「情報発信」が平均以上となりましたが、「2018 年の鮎漁」は危機的

な評価となり、大井川の河川環境・水質悪化を心配する声や、不漁が続く大井川を良くするために何

か手を打ってほしいとの要望が数多く見られました。また、駐車場やおとり店、釣り情報などサービ

ス面の不足を指摘する意見もあり、これらの課題を今後組合がどのような形で応えていくのか問われ

る結果となりました。 
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 回答なし

大井川で特に鮎釣りに期待する時期（1つ選択）

複数回答

1つ回答

大井川での友釣りについて 

 ８月～９月の鮎漁に期待する人が

多い結果になりました。今回の組合

員の要望に応じた川づくり（水況、

種苗選定）が求められています。 

 

※複数回答が多く見られたので、 

 色分けして集計しています。 

 

（下流）富士見橋下流 （中流）鍋島 

鍋島 

（採取水） 
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 全国内水面漁連主催のもと、国会議員や４２都府県に所在する漁協関係者が集まる全国大会が

１０月２９日、日本消防会館（東京都）にて開かれました。この大会では昨年提案された８議案

の処理状況報告と本年度提案された７議案の審議が行われ、大会宣言とともにいずれも採択され

ました。特に「漁場環境の再生と保存」、「アユ冷水病対策の推進」、「カワウ被害防止対策の補助

率の定額化」、「ダムの運用見直し」については当組合と関係が深く、本大会で示された内容を参

考に当組合が抱える各種課題への対応を実施することを改めて認識しました。 

 来年の全国大会は、静岡県での開催が予定されています。    （村上） 

 

 

 11 月 26 日、『伊久身改善センターやまびこ』にて伊久美地区の代

表者と河川利用や管理をテーマに意見交換を行いました。 

 大井川の不漁により漁場として重要さを増す伊久美川は、夏場に

なると釣り人のほか、たくさんのキャンプ客やバーベキューなどで

賑わいます。その一方、一部の心無い利用者による放置ゴミ（河川

の汚染）やキャンプ客による夜間密漁、川遊びに伴うモリ突き、駐

車場不足による迷惑駐車など課題も見られています。シーズン中は

当組合漁場監視員のほか、地元住民による河川監視員（釣り以外が

対象）が巡回しているとのことですので、地元と連携して問題解決

を考え、伊久美川の良さを残していきたいと思います。  

今回提案された７議案 

① 漁協の基盤の強化 

② 川や釣りに関する学ぶ機会の創設 

③ 漁業救済制度の創設 

④ 正組合員資格の緩和 

⑤ 災害復旧事業における河川環境へ

の配慮 

⑥ 土砂管理に配慮したダム下流の漁

場環境再生 

⑦ 内水面漁業における救済制度 

清流 伊久美川の河川利用を考える 

 

迷惑駐車 

放置ゴミ 

「モリ突き全面禁止」 

を追加しました 

伊久美川（８月） 
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大井川（７５０ｋｇ放流） 

 今年はシーズン初期の釣果を見込み、４月～６

月初旬にシーズン初期に釣れやすい人工種苗（鶴

田湖Ｆ10）を中心に放流を重ねましたが、６月前

半は釣果が出ず、６月後半以降は河川の増水によ

り釣りができない状況となりました。また昨冬～

今春の少雨により大井川河口の水量が減ってしま

ったことから天然遡上も少なく２年続きの不漁年

となりました。 

伊久美川（７６０ｋｇ放流） 

 大井川への遡上減少により河川産（河口採捕）

の放流量が例年の半分ほどでした。解禁前のアユ

の流出を回避するため、解禁前後に成魚放流を実

施しましたが、釣り人から「今年は伊久美川の鮎

が少ない。」との話も多く、改善すべき点が見られ

ました。１０月には中平地区上流などで２７ｃｍ

以上の鮎釣果がでました。 

 

 本年３月に中部電力㈱へ要請した『大井川水系のダム

による濁水長期化の改善』について 11月 13 日、協議を

行いました。 

 長年の懸案事項である本件については中部電力から、

①水力発電所とダム、②下流利水の現状、③川口発電所

の運用状況、④濁水の発生メカニズム、⑤水源地の崩落

地等の状況、⑥流入土砂の特性、⑦大井川水系の濁水対応、⑧他河川での取り組みなどの話があ

り、対応が難しい現況であるとの説明を受けました。 

 当組合からは、「近年の川口発電所からの放流の濁水は看過できない状況で組合の死活問題であ

る。」「畑薙第一ダム、井川ダムなどの大型貯水型ダムの湛水地は渇水期の濁水の発生源になって

いて、大井川上流から繋がる長い導水管は冷濁水の根源である。」などを訴え、①川口発電所の運

用を環境重視の方向で見直す、②湛水地対策を行うなど具体的な対応を求めました。 

 なお本件は、今後も継続協議を行います。          （諸田）  

増殖事業の見直しについて 

 組合員が大井川で最も楽しみにしている

「盛夏の友釣り」を取り戻せるよう、種苗

の調査研究や、放流方法の見直し、アユ運

搬用具の充実や水質検査など費用対効果を

考えながら様々なことを検討しています。 

アユ産卵場整備、実施できず 

 減少するアユ資源の回復に少しでも寄

与し、有効な産卵を促せるよう、手作業

による産卵場整備を大井川下流部で計画

しました。しかし、大井川の水量・濁り

が落ち着き始めた 11 月９日時点の水温

が 13℃とかなり低く、作業が河床の着卵

に悪影響を与える可能性が高かったため

本年の作業は見送りました。 

 アユの産卵は河川水温が 20℃に低下し

た頃が目安となり、産卵が活発になるの

は 15℃以下に低下した頃からと言われて

います。 

＜経過報告＞濁水について中部電力と協議 

２０１９年 鮎漁のまとめ 

↑８月を迎えても濁りが残る大井川(鍋島) 
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 漁業日誌の記入をお願いします。 

本年の漁業日数を確認します。今号同封の日誌に

記入の上、各地区の回収方法に従い年内にご報告

ください。 

＜提出方法＞ 

役員、総代…令和元年度 漁業日誌 

組合員  …日数の聴取（数字記入） 

＜組合提出期限＞ １月 10 日（金） 

 記名をして全員提出して下さい。 

日誌裏面のアンケートにご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

第 69回通常総代会のお知らせ 

＜日時＞ 令和２年３月１４日（土） 

  午前 9時 30 分～ 

＜会場＞ 島田市プラザおおるり 

  １Ｆ 多目的室 

 ※ 市役所東側駐車場をご利用ください。 

＜議案＞ 

 １．令和元度事業及び収支決算報告 

 ２．令和２度事業計画及び収支計画 

 ３．役員改選について 

   河川工事のお知らせ 

＜大井川＞ ※下流から 

  焼津市飯淵、西島、島田市中河、阪本、 

  谷口橋、島田大橋、鎌塚、新大井川橋、 

  神座２か所、鍋島など 

＜大代川＞ 大代防災ダム、大代橋（補強） 

＜相賀谷川＞ 国本橋、相賀（河床掘削等） 

＜伊久美川＞ 中島橋（河床掘削）など 

 たくさんの河川工事が始まっています。 

＜県大会＞団体の部２連覇 

 間久信宏さん個人２位でした！ 

 

 

 

 

９月８日(日)、笹間川で開催された県あゆ友

釣大会は１３漁協７０名が出場し、大井川漁

協チームがみごと団体優勝を納めました。 

８／１ 監事会（令和元年度 上期） 

  １３ 夏季休業（～8/16） 

   〃 漁協通信第 28 号発行 

  ２２ 第 21 回大井川川まつり（プラザおおるり） 

  ２５ カワウコロニー調査⑤ 

９／１ 追だも・投網漁解禁、役員監視（伊久美川） 

  ２ 相賀谷川で違法漁業（組合員がゴロ引） 

  ５ 違法漁業者への聴取指導（島田地区組合員） 

  〃 島田土木事務所から説明（本年度追加工事） 

  ６ 県大会選手打合せ会②（選手６名） 

  ７ カワウコロニー調査⑥ 

  ８ 第 66 回県あゆ友釣選手権大会（笹間川） 

    団体優勝：大井川、個人２位：間久信宏 

  〃 台風１５号（千葉県上陸、当地は雨少なめ） 

 １０ 一般あゆ友釣り大会（中止） 

 ２６ 企画運営部会 ・本年度収支、見通し 

10／４ 監視員会（今シーズンの報告と反省） 

  〃 うなぎ放流（本支流へ 600 尾、20kg） 

  ６ カワウ追払い④（278 羽確認） 

10／11 シラスウナギ採捕組合へ同意 

 １２ 台風 19 号静岡県上陸(塩郷ダム最大 800t) 

 １６ 第３回理事会 

  ・役員改選、本年度収支と事業など 

 １８ 県水産資源課と協議 ・義務増殖量等 

 ２９ 第 62 回全国内水面漁業振興大会 

11／１ 県によるカワウコロニー調査 

  ５ 大井川広域水道企業団と工事協議 

  ９ カワウ追払い⑤(下流部の水温１３℃） 

  14 砂利採取場所の立会い（高熊地先） 

  21 役職員研修会（静岡市）・規則変更等 

12／２ 大井川流域委員会 

  ４ 企画運営部会・内漁連と各事業の意見交換 

  ５ 遊漁証監査 ・売上と返品処理について 

  ９ 流下仔魚調査（富士見橋下流、鍋島） 

 １３ 第４回理事会 ・事業の反省、増殖計画等 

 １７ 県内水面組合長会議  

 ２８ 冬季休業（12/28～1/5） 

    本年もご協力ありがとうございました。 


